
                                                                                     
 

 

                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                   
      

２０２１年を迎えました。本年もどうぞよろしくお願いいたします。全国的にコロナ関

係について不安を抱えたままの年明けとなり、また現在も「緊急事態宣言」が発令されて

いる中での３学期です。しかし、どんな状況においても生きていくために、生徒たちの将

来のために、受け止めながら生活をしていくしか道はありません。学校では、改めて教職

員全員で感染予防対策について確認及び共通理解を図り、進めております。また、不安な

中でも生徒たちの「学び」を保障していくため、「わかる授業」に向けて教職員一同で研究

修養を重ねております。学校生活全般につきましては、一人ひとりの自覚や責任が益々必

要となります。生活様式におけるルール、学級のルールを守り、そして個人としての義務

をしっかりと果たして、尚且つ考えて行動を取っていくことが必要です。貴重な成長期で

ある生徒たちのこのような経験は、今後かけがえのない優しさや強さ、知識や知恵となり、

長い人生の中で宝物となって必ず返ってくるはずです。 

 ３年生は適切な進路選択の末、いよいよ義務教育最後の春を迎えます。希望と不安が背

中合わせの中、穏やかな生活を送ることは、決して容易なことではありませんが、たとえ

小さな一歩でも 3 月までしっかりと地に足をつけて、歩んでください。最高のゴールを最

高のスタートに繋げましょう。 

 １，２年生の皆さんは４月には進級し、新たなステップへスタートを切ります。これか

らも七中で経験する様々なこと、学習するたくさんのことを自信にしていってください。

そして、困難なことに直面しても、乗り越え方がわからなくなる前に、勇気を持って動き

出しましょう。皆さんの周りには、手をさしのべてくれる仲間や大人はたくさんいます。

かけがえのない２０２１年になることを願います。 

 ご家族、地域の皆様、昨年に引き続き、生徒たちの健全な育成にあたり、ご支援、ご協

力をいただけますよう、よろしくお願いいたします。 

 

学校運営協議会（報告） 

１２月１５日（火）に第３回が行われました。 

〈次第〉①学校長挨拶 ②生徒の様子について ③教育活動について  

④教職員の任用について ⑤その他 

〈意見等〉・コロナ禍でも子どもたちは学校生活を大切にしている。 

     ・SNS 関係の事件が心配である。家庭での約束と学校での指導の徹底を望む。 

     ・教室の大型テレビは授業にとても有効的である。 

     ・挨拶をしてくれる生徒が益々増えて気持ちが良い。 

市川市第七中学校 学校だより  
No,７  令和３年１月１８日 
学校教育目標 
「豊かな心を培い、たくましく生き抜く力を育てる」 
     ～ 穏やかな教育環境から ～ 



行徳地区少年健全育成連絡協議会常任理事会・全体会（報告） 

１２月１５日（火）に第１回が行われました。今年度は、１回のみの開催となりまし

た。地域の皆様には、どんな状況下においても様々な角度から本校の生徒を見守ってい

ただきまして大変心強く、改めて感謝申し上げます。ありがとうございます。 

また、来年度から、七中、行徳小、新浜小、新浜幼稚園の学校運営協議会の方々で構

成される『地域学校協働本部』の立ち上げにあたり、今回の本会議は最後となります。 

地域の皆様、引き続きよろしくお願いいたします。 

【常任理事会】 

〈次第〉①会長挨拶 ②事務局校長挨拶 ③本年度の報告（会計等） 

【全体会】 

〈次第〉①会長挨拶 ②事務局校長挨拶 ③講演会 ④諸連絡  

◎感染予防対策を踏まえて、講演会を中心として進めました。 

≪講師≫市川市教育委員会 学校地域連携推進課  

家庭教育指導員   『八重盛 公英 様』（元妙典中学校 教頭） 

４０年前の子どもたちと現在の子どもたちのお

話しを通し「関わり方や表現の仕方に違いがあって

も子どもが求めているもの（心・気持ち・言葉）は

昔も今も何も変わっていない」という、大人が励ま

される温かいメッセージをいただきました。 

  

                   

アンケートのご協力ありがとうございました（in オープンスクール） 

・教室のドアの窓の換気に気を配っていただきたい。         〔11/24 日～27 日〕 

・色々な出来事の中で、様々な思いの中で、何も心配することないのだと、実感しました。 

・発表の体験としては良かった。今後は、ディベート形式にも力を入れてもらいたいです。 

・子どもたちの様子が見れて安心しました。 

・マスクは全員着用するようにお願いします。マスクをしていない生徒がいました。 

・大変な状況下ではありますが、子どもたちの生き生きした表情にとても安心感を覚えました。 

・窓や入口のドアを締め切っているクラスが多かったので、換気の面が少し心配でした。参観の時は 

 入りづらいです。子どもたちは落ち着いていると思いました。 

・先生方が気にかけて「時間割変更になっています」や「どうぞ」と声をかけてくださりました。テス 

 ト返しの様子を見れるのもいいですが、授業の内容も見たかったと思います。 

・家庭では見ることができない姿を見ることができて、非常に価値ある機会でした。 

・３年生はさすがです。ちゃんと先生の話を聞いて授業に取り組んでいる生徒さんが多かったです。 

・授業中寝ている子は注意しないのでしょうか？ 

・授業風景、とても落ち着き、自分の課題に取り組んでいる姿があり、親としても身を引き締め受験の 

 サポートをしていきたいと思いました。 

・初めて積極的に手を挙げ主体的に授業に参加する様子が見られて感動しました。      など 

   【☆原文のまま記載：貴重なご意見を本当にありがとうございました。今後にぜひ、活かしていきます☆】 


